	日韓市民でつくる
日韓会談文書・全面公開を求める会


第４回口頭弁論
９月25日(火)11:00
東京地方裁判所7階713号法廷（霞ヶ関駅A1出口）
被告国は、開示請求日から３０日以内に出すことになっている文書を、何故２年先迄

としたかに対して、文書量が多い、中味には内部検討が含まれていると主張しています。

その主張をめぐって、原告側反論が始まります。

8月30日朝日新聞朝刊「外務省が８月30日付で公表した文書の中には日韓正常化交渉に関する外交文書は含まれず、日朝交渉への影響を懸念する北東アジア課の反発から、一切封印された」と報道。

報告集会　弁護士会館 1003B　（霞ヶ関駅B1a出口）
11:30～13:00（裁判終了後に移動します）

●　第４回口頭弁論の結果報告（弁護団）
· 講演　日韓会談文書公開運動から
見えてきたもの　（共同代表　吉澤文寿氏）　　　　
	１４時から　＝東京高裁８２２号法廷＝
日韓請求権協定で一審棄却された

在韓軍人軍属裁判の傍聴を！ 

在韓軍人軍属裁判は韓国在住の元日本軍人・軍属の遺族、生存者約４００人が原告となり、国を被告として２００１年に起こした戦後補償裁判。謝罪・補償に加え、未払い賃金の支払い遺骨返還、靖国合祀絶止等を求めました。

２００６年５月２５日の一審判決は、靖国合祀については「一般的な照会事務」として原告の請求を斥け、それ以外については日韓請求権協定を根拠に斥けました。





傍聴への参加を


お願いします！














